
配
慮
制
度
」
（
詳
細
は
後
記
）
を

導
入
し
ま
し
た
。

∞
従
来
運
用
し
て
い
た
指
導
要
綱

の
手
続
き
規
定
を
、
条
例
に
盛
り

込
み
ま
し
た
。

±
開
発
事
業
に
つ
い
て
市
民
の
意

見
を
述
べ
る
機
会
を
確
保
し
ま
し

た
。

≤
環
境
配
慮
計
画
書
な
ど
を
調
査

市
で
は
、
平
成
８
年
に
「
三
鷹

市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
制
定
し
、

「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」
を
目
指

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
市
民
、
事
業
者
、
三
鷹

市
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

よ
り
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１

４
・
２
８
１
５

市
で
は
、
平
成
12
年
４
月
に

「
三
鷹
市
環
境
基
本
条
例
」
を
施

行
し
、
こ
の
中
で
事
業
者
が
自
ら

環
境
保
全
に
対
す
る
事
前
調
査
や

対
策
を
行
う
制
度
を
定
め
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
12
年
６
月
に
施

行
さ
れ
た
「
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
」
で
は
、
大
型
小
売
店
の
出

店
に
際
し
て
周
囲
の
環
境
へ
の
調

和
な
ど
、
環
境
に
対
す
る
配
慮
が

設
置
者
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
緑
と
水
の
公
園
都

市
」
を
将
来
都
市
像
と
し
て
い
る

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く

関
わ
る
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
周

辺
環
境
へ
の
調
和
や
自
然
環
境
の

保
全
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
を
求
め

る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

ま
た
、
都
市
計
画
法
の
改
正
に

よ
り
、
市
民
の
発
意
に
よ
る
地
区

計
画
な
ど
の
原
案
の
提
出
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
必
要
な
規

定
が
条
例
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。

審
議
す
る
た
め
、
市
長
の
附
属
機

関
と
し
て
「
三
鷹
市
環
境
配
慮
審

査
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

≥
開
発
事
業
に
対
し
て
勧
告
・
公

表
な
ど
を
強
化
し
ま
し
た
。

¥
地
区
計
画
な
ど
に
関
す
る
住
民

参
加
手
続
き
規
定
を
追
加
し
ま
し

た
。

µ
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
」
に

お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
の

締
結
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
開
発
事

業
に
対
す
る
指
導
・
助
言
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

〈
開
発
事
業
〉

º
500
平
方
㍍
以
上
の
宅
地
開
発

º
高
さ
が
10
㍍
を
超
え
る
建
物

(

一
種
お
よ
び
二
種
低
層
住
居
専

用
地
域
で
は
、
３
階
以
上
ま
た
は

軒
の
高
さ
７
㍍
を
超
え
る
も
の)

※
た
だ
し
、
個
人
住
宅
は
除
き

ま
す
。

º
15
戸
以
上
の
共
同
住
宅
と
長
屋

º
店
舗
面
積
が
500
平
方
㍍
以
上
の

平
成
13
年
度
中
に
実
施
し
た
市

の
ご
み
焼
却
場
（
第
１
処
理
場
）

の
、
法
律
に
基
づ
く
定
期
調
査
の

結
果
が
で
ま
し
た
（
別
表
）。

今
回
の
調
査
結
果
に
お
い
て
も

排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃

度
は
緊
急
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る

判
断
基
準
の
80
ナ
ノ
㌘
（
１
立
方

㍍
中
）
を
大
幅
に
下
回
り
、
本
施

設
の
よ
う
な
既
設
の
焼
却
場
に
適

用
さ
れ
る
恒
久
対
策
基
準
５
ナ
ノ

㌘
も
下
回
っ
た
結
果
と
な
っ
て
い

２００２・４・７�　三鷹市まちづくり条例　三鷹市緑化基準 広報

■
条
例
改
正
の
経
過

■
条
例
改
正
の
主
な
内
容

■
目
的

■
対
象
と
な
る
事
業

■
手
続
き

■
環
境
配
慮
指
針

■
環
境
配
慮
基
準
の

構
成
と
項
目

No.９

開発行為
宅地造成

中高層建築物、
商業施設、共同
住宅・長屋、産
業廃棄物処理施
設、工場・指定
作業場

項　　　目

○駐 車 場

生 活 環 境

○駐 輪 場
○二 輪 駐 車 場

○○交 通 対 策
○○ご み 対 策
○○大 気 汚 染
○○悪 臭
○○騒 音
○○振 動
○○水 質
○○土 壌 汚 染
○○地盤沈下の防止及び地下水保全

○電 波 障 害
○光 害

○○日照阻害及び周辺生活環境
○○防 災 ・ 防 犯 対 策
○○歴 史 文 化 財 保 護

文化的環境 ○○景 観
○○福 祉
○○緑 化

自 然 環 境 ○○自 然 生 態 系
○○水 循 環

○エ ネ ル ギ ー 対 策地 球 環 境 ○○建 設 資 材 の 再 利 用
○○地域コミュニティへの配慮

その他市長が必要と認めるものそ の 他 ○○
※工事の際は「工事に関する環境配慮基準」を遵守していただき
ます。

排ガス中のダイオキシン類濃度（ng/m3）
１２年度測定値
（参考）１３年度測定値測　定　日炉

１．１０．６３平成１３年６月１１日１号炉

０．７８３．９　　〃　　６月１５日２号炉

０．７３０．０９３　　〃　　６月１２日３号炉

※排ガス１m3中の測定値で、１ng（ナノグラム）は１０億分の１g。
　緊急対策が必要とされる判断基準値は、８０ng/m3

№10 Dミ4/7日付5面 天地16×左右42 岩岩0402（再）

Ø
宅
地
開
発
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
開
発
事
業
に
対
し
て
、
「
環
境

開
発
事
業
を
行
う
際
に
、
「
三

鷹
市
環
境
配
慮
指
針
及
び
環
境
配

慮
基
準
」
（
詳
細
は
後
記
）
に
基

づ
き
、
環
境
と
の
調
和
、
環
境
へ

の
負
荷
の
低
減
、
そ
の
ほ
か
必
要

な
措
置
を
自
ら
積
極
的
に
講
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
環
境
の
保
全
、
回

復
お
よ
び
創
出
を
図
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
開
発
事
業
を

行
う
事
業
者
に
、
環
境
へ
の
配
慮

を
要
請
す
る
「
環
境
配
慮
制
度
」

の
導
入
を
柱
の
一
つ
と
し
て
い
ま

す
。
制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

商
業
施
設

º
作
業
場
面
積
が
500
平
方
㍍
以
上

の
工
場
な
ど

〈
特
定
開
発
事
業
〉(

開
発
事
業
の

中
で
も
特
に
環
境
へ
の
影
響
の
大

き
い
も
の)

º
３
千
平
方
㍍
以
上
の
宅
地
開
発

º
敷
地
面
積
５
千
平
方
㍍
以
上
ま

た
は
延
べ
面
積
１
万
平
方
㍍
以
上

の
建
築
物

º
高
さ
が
31
㍍
を
超
え
る
建
物

開
発
事
業
は
条
例
に
基
づ
き
事

前
協
議
を
行
い
ま
す
。

特
定
開
発
事
業
は
事
前
協
議
の

環
境
配
慮
基
準
は
、
全
て
の
開

発
事
業
者
が
満
た
す
べ
き
「
最
低

基
準
」
と
開
発
事
業
者
が
目
指
す

「
誘
導
基
準
」
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
基
準
の
項
目
は
大
き
く

分
け
て
「
生
活
環
境
」、「
文
化
的

環
境
」、「
自
然
環
境
」、「
地
球
環

境
」、「
そ
の
他
」
の
５
種
類
か
ら

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
項

目
と
対
象
と
な
る
事
業
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
都
市
計
画
課

（
市
役
所
５
階
）
ò
内
線
２
８
１

４
、
ま
た
は
三
鷹
市
ホ
U

ム
ペ
U

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(

第
一
種
高
度
地
区
か
ら
10
㍍
以

内
で
は
高
さ
20
㍍
を
超
え
る
建

物)º
午
後
11
時
〜
午
前
６
時
の
間
に

営
業
す
る
店
舗
面
積
500
平
方
㍍
以

上
の
商
業
施
設

º
店
舗
面
積
１
千
平
方
㍍
以
上
の

商
業
施
設

º
作
業
場
面
積
が
１
千
平
方
㍍
以

上
の
工
場
な
ど

事　前　協　議
＋

環境配慮計画書の提出

事　前　相　談

〈特定開発事業〉

事　前　協　議

＜開発事業＞

開
発
事
業
者
が
事
業
を
行
う
に

あ
た
り
配
慮
す
べ
き
基
本
的
な
方

針
を
示
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に

配
慮
す
べ
き
内
容
を
示
し
た
「
環

境
配
慮
基
準
」
へ
の
適
合
、
「
土

地
の
適
正
利
用
」、「
環
境
の
保
全
、

回
復
及
び
創
出
」、「
地
域
社
会
と

の
協
調
」、「
防
災
・
防
犯
対
策
」、

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、

「
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成
」
、

「
事
業
計
画
に
関
す
る
情
報
提
供
」

な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

市
内
の
道
路
に
接
す
る
民
有
地

を
お
持
ち
の
方
で
、
近
隣
の
方
々

と
５
人
以
上
の
グ
ル
U

プ
に
、
園

芸
用
具
・
お
花
な
ど
を
提
供
し
ま

す
。花
と
緑
で
満
ち
た
、美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
支
援
内
容
　
花
苗
、
花
種
、
プ

ラ
ン
タ
U

、
じ
ょ
う
ろ
な
ど
の
、

接
道
部
の
緑
化
活
動
を
行
う
た
め

fl
河
川
の
地
下
調
節
池
の
取
水

施
設
（
神
田
川
・
環
状
七
号
線
地

下
調
節
池
善
福
寺
川
取
水
施
設
・

杉
並
区
）
、
‡
下
水
道
の
雨
水
ポ

ン
プ
施
設
（
両
国
ポ
ン
プ
所
・
墨

田
区
）
を
見
学
し
ま
す
。
対
象
は

小
学
４
年
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）。

▽
５
月
19
日
À
午
前
９
時
45
分
、

花
と
緑
で
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
緑
化
団
体
を
募
集
し
ま
す

総
合
治
水
施
設

見
学
会

三
鷹
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
改
正

4
月
1
日
か
ら
開
発
事
業
に
係
る

「
環
境
配
慮
制
度
」
が
ス
タ
U

ト
し
ま
し
た

環
境
配
慮
制
度
の
概
要

〜
開
発
事
業
は
市
の
環
境
配
慮
指
針
に

基
づ
い
て
計
画
を
¿
〜

三
鷹
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
改
正
の
概
要

〜
環
境
配
慮
制
度
が導

入
さ
れ
ま
し
た
〜

標
準
的
な
基
準：

敷
地
内
の
空

地
部
分
の
20
％
以
上
を
緑
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
建
築
物
上
（
屋
上
、
ベ
ラ
ン
ダ
、

壁
面
）
に
確
保
す
る
緑
化
の
面
積

標
準
的
な
基
準：

建
築
物
の
屋

上
に
人
の
出
入
り
が
で
き
、
な
お

か
つ
緑
化
可
能
な
部
分
が
あ
る
場

合
に
は
、
屋
上
の
緑
化
可
能
な
面

積
の
20
％
以
上
の
緑
化
を
建
築
物

上
（
屋
上
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
壁
面
）

に
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
接
道
部
緑
化

敷
地
の
道
路
に
接
す
る
部
分
に
確

保
す
る
緑
化
の
延
長

標
準
的
な
基
準：

敷
地
の
道
路

に
接
す
る
部
分
の
20
〜
80
％
以
上

を
緑
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業
着
手
に
先
立
ち
緑
化
計
画

書
を
提
出
し
、
緑
化
工
事
完
了
後

に
は
緑
化
完
了
報
告
書
の
提
出
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

環
境
配
慮
制
度
の
対
象
と
な
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
環
境
配
慮
制
度

に
基
づ
き
手
続
き
を
行
っ
て
い
た

市
で
は
、
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ

る「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」の
実
現

を
図
る
た
め
、
平
成
12
年
に
「
三

鷹
市
緑
と
水
の
保
全
及
び
創
出
に

関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
今
回
、
公

共
施
設
、
民
間
施
設
に
お
い
て
確

保
す
べ
き
緑
の
量
な
ど
を
「
緑
化

基
準
」
と
し
て
定
め
、
市
民
、
事

業
者
、
市
が
同
じ
目
標
と
認
識
の

も
と
に
緑
化
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・
250
平
方
A
以
上
の
敷
地
で
の
建

築
物
、
駐
車
場
、
作
業
場
な
ど
の

設
置
や
建
替
え
、
増
設

・
250
平
方
A
以
上
の
土
地
で
の
開

発
行
為
（
２
以
上
の
隣
接
す
る
土

地
に
お
い
て
、
土
地
の
造
成
や
建

築
物
の
設
置
な
ど
を
行
う
場
合
も

含
ま
れ
ま
す
）。

緑
化
基
準
は
、
敷
地
内
に
確
保

す
る
緑
の
量
（
敷
地
内
緑
化
）
と

道
路
に
接
す
る
部
分
に
確
保
す
る

緑
の
量
（
接
道
部
緑
化
）
の
基
準

の
大
き
な
２
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

◇
敷
地
内
緑
化

①
敷
地
内
の
地
上
部
に
確
保
す
る

緑
化
の
面
積

■
手
続
き

前
に
事
前
相
談
を
行
い
、
環
境
へ

の
配
慮
を
示
す
「
環
境
配
慮
計
画

書
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

■
目
的

■
対
象
と
な
る
事
業

■
緑
化
の
基
準

「三鷹市緑化基準」を制定

４月１日から敷地の

空地部分の20％以上を緑化

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
確
保
す
べ
き
緑
の
量
に
つ
い

て
は
、
対
象
と
な
る
施
設
や
敷
地

面
積
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
緑
と

公
園
課（
市
役
所
５
階
T
番
窓
口
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

３

ま
す
。

∞
第
１
処
理
場
ò
43
―
０
８
９

４

の
用
品
を
３
年
間
支
給
し
ま
す
。

▼
４
月
８
日
Ã
か
ら
、
緑
と
公
園

課
（
市
役
所
５
階
T
番
窓
口
）
で

受
け
付
け
ま
す
が
、
く
わ
し
い
内

容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

３
・
２
８
３
４

都
庁
に
集
合
。
午
後
３
時
ご
ろ
、

両
国
ポ
ン
プ
所
（
両
国
駅
付
近
）

で
解
散
予
定
（
昼
食
は
各
自
持

参
）。

▼
４
月
24
日
Œ
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
参
加
者

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

「
〒
163
―
８
０
０
１
東
京
都
建
設

局
河
川
部
内
事
務
局
」
へ
申
し
込

む
。
抽
選
で
100
人
。

∞
同
事
務
局
ò
03
―
５
３
２
０

―
５
４
１
５


